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☆実験Ⅰ☆ 鉄イオンの反応 

■目的 

鉄（Ⅱ）イオン Fe2＋と鉄（Ⅲ）イオン Fe3＋の反応を比較する。 

 

■準備物 

試験管，駒込ピペット，0.1 mol/L硫酸鉄（Ⅱ）FeSO4水溶液，0.1 mol/L塩化鉄（Ⅲ）FeCl3水溶液，0.1 mol/Lヘキサ

シアノ鉄（Ⅱ）酸カリウム K4［Fe（CN）6］水溶液，0.1 mol/L ヘキサシアノ鉄（Ⅲ）酸カリウム K3［Fe（CN）6］水溶液，6 

mol/Lアンモニア NH3水，1 mol/L水酸化ナトリウム NaOH水溶液，0.1 mol/Lチオシアン酸カリウム KSCN水溶液 

 

■操作 

（1） 4本の試験管に 0.1 mol/L硫酸鉄（Ⅱ）FeSO4水溶液を 2 mLずつとる。 

（2） 4本の試験管に 0.1 mol/L塩化鉄（Ⅲ）FeCl3水溶液を 2 mLずつとる。 

（3） 下表に示す 5つの試薬をそれぞれ Fe2＋，Fe3＋の水溶液が入っている試験管に 2滴ずつ加えて変化を観察する。 

  

【結果】溶液の色の変化および沈殿の有無・色などを下表に記入 

 Fe2＋ … （       ）色 Fe3＋ … （       ）色 

NaOHaq   

NH3aq   

K4［Fe（CN）6］aq   

K3［Fe（CN）6］aq   

KSCNaq   

☆実験Ⅱ☆ 銅（Ⅱ）イオンと銀イオンの反応 

■目的 

銅（Ⅱ）イオン Cu2＋と銀イオン Ag＋の反応を確認する。 

 

■準備物 

試験管，駒込ピペット，ガスバーナー，マッチ，0.1 mol/L硫酸銅（Ⅱ）CuSO4水溶液，0.1 mol/L硝酸銀 AgNO3水溶液，

1 mol/L水酸化ナトリウム NaOH水溶液，6 mol/Lアンモニア NH3水，0.1 mol/L塩化ナトリウム NaCl水溶液 

 

■操作 1 ｜ 銅（Ⅱ）イオンの反応 

（1） 2 本の試験管にそれぞれ 0.1 mol/L 硫酸銅（Ⅱ）CuSO4水溶液を 3 mL をとり，一方には 6 mol/L アンモニア水

を，もう一方には 1 mol/L水酸化ナトリウム水溶液を 2滴加えて変化を見る。 

（2） さらに 6 mol/Lアンモニア水，1 mol/L水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ加えて沈殿が溶けるかどうか調べる。 

（3） 1 mol/L水酸化ナトリウム水溶液を加えた試験管をおだやかに加熱する。 

【結果・考察】 

（1） 変化  イオン反応式  

（2） 変化  イオン反応式  

（3） 変化  化学反応式  

 

■操作 2 ｜ 銀イオンの反応 

（1） 試験管に 0.1 mol/L硝酸銀 AgNO3水溶液 3 mLをとり，6 mol/Lアンモニア水を 1滴加える。 

（2） さらに６ mol/Lアンモニア水を少しずつ加えて沈殿が溶けるかどうか調べる。 

（3） 別の試験管に 0.1 mol/L硝酸銀水溶液 3 mLをとり，0.1 mol/L塩化ナトリウム水溶液 0.5 mLを加える。 

（4） 6 mol/Lアンモニア水を少しずつ加えて沈殿が溶けるかどうか調べる。 

【結果・考察】 

（1） 変化  イオン反応式  

（2） 変化  イオン反応式  

（3） 変化  イオン反応式  

（4） 変化  イオン反応式  
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